
敦焼の西蔵文禅宗文献の研究 (5)

沖 本 克 己

一, 中国初期禅宗史において,「如来禅」思想は,『菩提達摩南宗定是非論』にお

いて,

梁朝婆羅門僧学菩提達摩, ……少小出家, 智恵甚深, 於諸三昧, 獲如来禅, 遂乗斯法, 

遠渉波潮1)。

とある如 く, 荷沢神会(670-762)の 主唱する所で あ り, その意図は 『歴代法宝

記』に,

東京荷沢寺神会和上, 毎月作壇場, 為人説法,破 清浄禅, 立如来禅, 立知見, 立言説, 

為戒定恵, 不破言説云, 正説之時即是戒, 正説之時即是空, 正説之時即是恵, 説無念法, 

立見性2)。

とある如 く, 清浄禅たる北宗の 『樗伽経』の系譜を否定 し, 南宗を宣揚する所に

あったと考えられている3)。そしてその如来禅思想は, 例 えば 『祖堂集』香厳章

に

仰山云, 師兄在(=只?)知 有如来禅, 且不知有祖師禅4)。

とある如 く, 祖師禅によって克服され5), それ故それが機能した時期 は比較的短

期間であったと考えられる。

ところで最近, 敦煙発見のチベッ ト文禅宗文献の中から, 如来禅に関する記述

がいくつか見出された6)。本稿ではそれらの資料を漢文資料と対応 させ つつ, 従

来必ず しも明確でなかった如来禅思想の展開の様相を探 ってみたい。

二, 元来, 如来禅とい う術語は, 大乗経典一般に広 く見受けられ, 例えば 『菩薩

蔵経』に,

云何名為如来禅定, 解脱等持等至染浄所起智力, 謂仏如来於自於他, 所有禅定解脱等

持等至染浄等法, 悉如実知7)。

あるいは,『大集経』に,

諸仁者, 於彼何者是禅清浄平等, 有禅声聞縁覚如来共, 有禅縁覚如来共不共声聞, 有

如来禅不共声聞縁覚, 有如来禅共声聞縁覚一切衆生8)。

といわれ9), 諸種の禅法の一つとして, 経典によってその位置づけも異 な るが, 
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総じて, さほど卓越した意義は附されてはいない。初期禅宗史において, これが

重要な概念となったのは, あ くまで 『娚伽経』の中に四種禅の最高位に位置する

ものとして,

云何如来禅, 謂入如来地, 行自覚聖智相三種楽住, 成弁衆生不思議事, 是名如来禅10)。

とい うのに基 くのであり, 神会の如来禅に関する所説 即ち,『語録』中に,

相応義者, 謂見無念者, 謂了自性者, 謂元所得。以無所得, 即如来禅。維摩詰云, 如

自観身実相, 観仏亦然。我観如来, 前際不来, 後際不去, 今則無住。以無住故, 即如来

禅。

とあり, また,

和上言, 有元双遣, 中道亦亡者, 是無念, 無念即是一念, 一念即是一切智, 一切智者

即是甚深般若波羅蜜, 甚深般若波羅蜜即是如来禅。是故経云, 善男子,〔汝以〕何等観

如来乎, 維摩詰云, 如自観身実相, 観仏亦然, 然我観如来, 前際不来, 後際不去, 今既

無住。以元住故, 即如来禅。如来禅者, 即第一義空。若菩薩摩詞薩如是思惟観察, 上下

昇進, 自覚聖智11)。

とあるの もその範疇に属する。ただし神会のそれは 「楽住」から 「無住」への展

開に見 る如 く, 単なる 『樗伽経』の祖述ではなく, 批判的な継承として位置づけ

られる12)。

神会には 『金剛経』を立てて 『娚伽経』をことさらに禅宗の伝統から消去する

意図も一方に明瞭であるが13), そのこと自体, 却 って 『樗伽経』の影響下にある

ことを証 して, お り, さらには 『壇語』に, 

夫求解脱者, 離身意識, 五法三自性, 八識二無我。離内外見, 亦不於三界現身意, 是

為宴坐14)。

とあるのは 『樗伽経』に直接基 くものであり15), 頓悟説その他 もその影響下にあ

るといえる。

以上の他に, 神会の所説には東山法門や北宗 と深 く関る点が見出されてお り16),

北宗に対 して も, それの反定立 という単純な図式ではなく, 却 ってその止揚を内

包する発展段階の一つとして位置づける必要があり, このことから如来禅思想そ

の もの も, 北宗あるいはそれ以前にその淵源を求め得る可能性が出てくるのであ

る。

三,『金剛三昧経』は東山法門を権威づけるために作製 され た, 所謂禅宗系偽経

の一つであるが17), そこに如来禅思想が見 られる。
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菩薩令彼衆生, 存三守一入如来禅, 以禅定故, 心則無喘。大力菩薩言, 何謂存三守一

入如来禅。仏言, 存三者, 存三解脱, 守一者守一心如。入如来禅者理観心浄如, 入如是

心地, 即入実際18)。

即ち, 東山法門の立宗根拠の一つである守心が如来禅 と等置されてお り, このこ

とのみを もってして も, 東山法門に如来禅思想のあったことが予想されるのであ

るが, 他 にも,『元享釈書』には, 北宗 の華厳普寂(651-739)の 法を継 ぎ, 735

年に来 日した道略(702-760)の 次の語を伝 える。

踏日, 此老比丘, 為法忘身, 心無貢高, 又可貴也。乃告日, 篇聚者被身而已。我有心

法日如来禅。昔三蔵菩提達磨自天竺来, 付此法干慧可, 僧燦, 道信, 弘忍, 神秀。七伝

至我師普寂19)。

これは所謂樗伽師 と称される北宗系の人 々もまた如来禅の伝授を主張 していたこ

とを明すものであり, 神会のr是 非論』が734年 頃の成立と考えられるから20), 

その先後関係は微妙 であるが, 荊渓湛然(711-782)の 『止観輔行伝弘決』に も

次の如 くい う。

又樗伽人云, 此経開権与法華義等。若爾, 何故前後諸文皆斥二乗及以外道。故第三云

一切愚夫禅者謂二乗, 此斥三蔵也。二観察禅,謂 離自他得入無我, 亦離外道, 豊非通教。

三真如禅, 謂知念不起, 量非別教。四如来禅,謂 入仏地, 量非円教。故知彼経猶存権乗, 

 以大斥小, 亦与前明位義, 意因21)。

神会が樗伽人と称される可能性はないといって良 く, 湛然 の交友関係 から推 し

て22), これは北宗系の人 々を指すと考えるべきである。

以上によって第一次資料は欠 くけれ ども, 東山法門および北宗に如来禅思想の

存 した可能性が推測し得た。以下にこうした状況を踏まえて, チベット文禅宗文

献の検討に移 りたい。

四, 最初に関連資料を掲げる。校訂テキス トは紙数の関係で割愛する。

A 道に一致せぬ無数の有情が, 分別の疑いが尽きるのを知らず, 要訳すれば, 少くと

も不信となり疑となる全ては, 自らの分別によってくらましつつ, かつて如来禅を修

さなかった結果である故に, その全てを思慮することなく, 覚せしめるのである。

如来禅を頓悟するにおいて, 心が生じぬ23)ことのみによっても三界が克服されるよ

うになるなら, あやまりない修習であることはあらためていうまでもなく, 例えば獅

子の子は眼が開いていなくとも, 他のけものがおそれをなしカラビンガの子は卵が空

中でかえって, 母も子も飛ぶのと同じであって, この禅定の功徳は世間に, 比較する
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こと易 くない故 に, 力 と義 が大 きいのである。

この禅定 は大乗 の法 を信 じつつ, 一切法 は唯信で あると信託す ることが全 てであ り, 

 誰 しも修 習 し精進す るべ きである。(Stein 709, 8b1-9a4)

B『 禅定書』 チソン ・デツエン王 の御手箱()の 下か ら現れた もの。 大喩伽 に 入 る

 こ と等 につい てお考 えになった義。

如来が禅定の無数の大門をお話 になった 内で,『 聖入樗 伽経』24)に依れば, 声 聞 と外

 道等の禅定 は粗雑な相 を有す るものであ り, 信を行ず るもの と, 地に住す る菩薩 の禅

 定 は有想 と無想の順であ り, 如来禅は一際辺を超 え るものであ って, 禅定 を行ず るに

おいて等 しいけれ ど, 世間 と出世間 と最上出世 間 とい うこの三種 の区別 も明 らかに生

ず るのであ る。そ こにおいて, 禅 定の 中で, 如来禅 が よい, と語 られている故 に, 今

ここで他の典 拠の議論をす る必要はないので あ って,『 如来禅定論』 即 ち大喩伽 師 が

専 ら修 した ものを一部分, 簡 単に記 すのである。 ……(中 略)……如 来禅 に入 る仏子

達 も心 ・意 ・意識にではな く, 最 上智 たる 自覚聖智 の安楽 に住す る ことによって, 因

を成就せず, 果を望 まぬのはい うまで もな く, それ 自ら法性 の仏 となる業 であって, 

 それ故, 声 聞 と外道等の他地に落 ちないのである。(Stein 709, 43 a1-45 a 1)

C 如来 禅は有 相 と無相の方便 において, 不観 である と分別す る全 てを克服 した, 自覚

聖智 のあ とに従 うものであって, 悪処 の食著 と離れ, 仏 の摂 受す る もので あって, 世

 聞樹が生長す る こと, 楽器 の弦 をつける こと, の如 くに漸 次にではな く, 鏡 の面 の像

と日輪 が世界 に前后 な くあ らわれ る如 く, 貧著 を頓 に浄化す るのであると, 諸経 に も

語 られ ているのであ り, 菩薩 が無生法忍 を得 て, 我見か ら最上の智恵の間 において, 

 得 る こともな く得 ない こともない故 に般若波羅蜜 に住 し て行 ず るの で あ る。(Stein

710, 7b3-82)

D 如何 なる ものが信頼すべ き如来禅で あるか とい えば, 大喩伽に入 るもの は最上の智

恵 によって心 を観 じない。 法身 によって蔽 を観 じない。 心 と緬 以外の実体を破 してか

ら, 求 めることも観 じない。 最上の智恵に よって智恵その もの も観 じない。法 身に よ

って法身その もの も観 じないのであ って, 三切辺 を超え ることは三世の法 と同一では

ない と了解す るのであ る。(Stein 710, 12 b 3-13a 4)25)

E (一切識が無相 の三昧に な り)一 切法は如 々であ ると見 る知恵が任運成就す る時 に, 

無明 と識 がない故に, 知恵の業に よって も何 もな さないのであ って, 無 分別 を任運成

就 す る時に, 専心 して行ず ることな くとも, 無 明 と知恵 な しに, 頓 に任運成就す るの

であ る。例えば樹 があ る間には火 も燃 え るけれ ども, 樹 が尽 きれ ば火 もたちまち尽 き

る如である。 か くの如 くその聖智 もな くなって しまったの ち, もし, あ りとあらゆ る

ものがないのか, またそ うで もな く他 の何 らかの ものが有 るか と言 えば, 分別に依 る

のではな く, それ は最上 の自覚聖智 の真実義 に依 るので あって, 有 と無の義に依 って,
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増上せる戯論一切が寂滅する故に, 如来禅は一切禅の中で秀れているのであるといわ

 れている。(Stein 704, 30-31)

五, Aは 所謂摩詞衛遺文であり26), そこに如来禅説のあることは注 目しなけれ

ばならない27)。これに関連するのがBで あり, 印度仏教の勝利を宣 したチソン・

デツエン王の手元に如来禅への傾倒を示す文書があることは一見奇妙であるが,

現在理解されているサムエの宗論の経過に従えば28), その時期は御前宗論直前の

禅宗解禁時の ものと考えねばならない。そしてそこにおける禅宗の中心人物は摩

詞術であるから, Aと 関連 して, 摩詞術に如来禅説のあった こと, そ してそれ

は早い時期に既に見 られること, が結論される。その如来禅説は例文に明らかな

如 く, 神会の発展的なそれよりは 『樗伽経』の原型に近 く, その淵源は 『如来禅

定論』の問題 も含めて, 東山法門, 北宗に求めるべきであろう。

Cお よびDは 連続する同一文献であるが, そこには経典の引用 が一切 な く,

特定の経典の逐語釈でもな く, 禅文献としては異例に属する。細部の検討はなお

不充分であるが, おおむね 『樗伽経』を背後に予想するのが妥当であろう29)。た

だ し, 般若波羅蜜 と如来禅の結合は神会に見 られる特徴 であ り,『娚伽経』には

般若波羅蜜の出現例は少ない。従 ってここにおける如来禅説, ひいては本文献そ

のものの成立根拠を確定することは現段階では困難である30)。

Eも 如来禅思想を説 く何 らかの典籍からの引用であることは明らかであるが, 

対応文献は見出されていない。むしろ, 本文献を含 むS704, P. 829の 全体 に

関 して, 西岡祖秀氏が本学会において秀れた成果を発表されたその具体的結論を

まって, 改めて考察を加えたいと思 う。

 以上, チベット文資料の概観を終る。最終的な結論はなお保留すべきであるが,

一つの見通 しを見てるならば, これらの資料は摩詞衛遺文とそれ以外に大別出来, 

そのいずれ も直接神会 に還元することは出来ない。

もとより, 神会には現存資料以外にも如来禅を説 く所があったことは予想 しな

ければならないが, それでもそれらは 『樗伽経』を批判的に克服する意図を含む

ものであることは動かないであろう。即ち, 如来禅思想には 『樗伽経』を継承 し

てそれを祖述するものと, 換骨奪胎 して新たな展開を示す ものに分れ, 前者を東

山法門 ・北宗系, 後者を南宗神会系 と図式化することが可能であり, チベット文

資料は, すでに漢文資料に失なわれている前者の如来禅思想 とのつなが りを示 し

ているといえるのである。
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